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内容物の確認 


本製品を使用する前に、下記のものびすべてそろっていることを確認してくださし、。 
万一、不足など問題びある場合は、お買い上げの販売店または当社相談窓口 （34 ページ) 
へご連絡ください。 




トランスミッター 
( ATH - DVVL 已已 00 T ) X 1 


へツドホン 

( ATH - DW し已已〇 OR ) X 1 


ホ雨 3 H 

化 巧な 

( BC 3422 HP ) X 1 






単3おニッケル水素充電地 
X 2 


光デジタルケーブル 
谓お光プラ义 1 .已 m) XI 


AC アダプター 
( AD - SDO 已 20 AD ) X 1 


• 取扱説明書（本書) 
-保証書 
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本製品の特長 


本製品は、 2.4GHZ 帯の電波を使用した、高音質デジタルワイヤレス伝送システムを採 
用しています。現在利巧されているさまざまなマルチチャンネル•サウンドフオーマット 
に対応しています。 

また、ステレオ音青や已 .1 チャンネル音声を 7.1 チャンネル音青化でさるドルビープ □□ 
ジック nx など、デジタルサラウンドを楽しむための機能を搭載しています。 


最新デジタルオーディオシステム 


デジタルワイヤレス伝送方式 

高音質なデジタルオーディオ信号を、非圧縮のままへッドホンに送信するため、ノイズのかない 
ク U アな音青をワイヤレスでお楽しみいただけます。電波を利用したワイヤレス方式のため、 
従来の赤外線方式よりも広い範囲（トランスミッターの周囲約3日 m) でご使用いただけます。 

高性能デジタルシグナルプ□セッヴー 

AV 機器に最適なデジタル信号処理専用プ□セツサーによる 32b けの浮動ル数点演算で、ダイ 
ナミックレンジを損なうことなくマルチチヤンネル音声のデコードやデジタルサラウンドなど 
の高度な信号処理を実行しまず。 


を栗ミなサラウンド フオー マットに巧応 


ド ルビー デジタル* 

ドルビーデジタルはドルビーラボラト U —ス社び開発したマルチチトンネル音声方式です。 
最大已 .1 チャンネルに対応します。 


ドルビーデジタル EX * 

ドルビーデジタル EX はドルビーラボラト U —ズ社と THX 社び開発したマルチチヤンネル音声 
方式です。最大巨.1チトンネルに対応します。 


DTS ** 

DTS は DTSJna び開発したマルチチヤンネル音声方式でず。最大日.1チゎンネルに対応しま 
す。 （rOTS-E 引音声も、已 .1 チトンネルで再生します。） 
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本製品の特長 


AAC 


AAC ( MPEG -2 AAC ) は MPEG 標準化団体によって標準化された音声データを圧縮する 
技術です。最大日.1チトンネルに対応します。地上デジタル放送や日 S デジタル放送などの 
デジタル放送で使用されます。 

ド ルビー プ□□ジック nx 

従来のドルビープ□□ジック n はステレオ音声を日.1チヤンネル音声化するものでしたび、ド 
ルビープ□□ジック nx はステレオ音芦だけでなく日.1チヤンネル音声も 7] チヤンネル音声 
化することびできる技術です。2つのモード （ MOVIE / MUS に）か5視聴に適した音場を選 
択することびでをます。 

MOVIE :映画再生に適した音場に調節します。 

MUSIC :音楽再生に適した音場に調節します。 


※本製品では「ドルビーデジタルサラウンド EX 」 音声をドルビー EX デコーダー用いて 6.1 ch 音声で再生す 
ることも、ドルビープ□□ジック nx デ〕ーダーを用いて 7.1 ch 音声で再生することをできます。 

-ドルビー EX デコーダーを用いて 6.1 ch 音声で再生ずる場合、作品の製作時に想定された音声をお実 
に再現することびできます。 

-ドルビープ□□ジック nx デコーダーを巧いて 7.1 ch 音声で再生する場合、より滑らかな音の移動感や 
強い包囲感を得ることびで定ます。 


本格的なサラウンドを手軽に 


ドルビーヘッドホン 

ドルビーヘッドホンは、ヘッドホンによってスピーカー再生の音場を再現します。映画館やホー 

ムシアターなど広い空間で視聴しているよラな、迫力のあるサウンドをお楽しみいただけます。 

本システムのドルビーヘッドホンは最大 7.1 チヤンネル対応していまず。また、マルチチヤンネ 

ル音声だけでな<ステレオの音声にち効果び得られまず。 

本製品のプ n セッサーは、ドルビーデジタルデコーダー、ドルビー EX デコーダー、ドルビープ □□ ジック nx 

デコーダー、 DTS デコーダー、および MPEG-2 AAC デコーダーを搭載しています。 

本製品はドルビーラボラト U — ズからの実施権に基づき製造されています。 

本製品は DTSiinc からの実施権に基づき製造されています。 

* Dolby 、 ドルビー 、 Pro Lo 旨 ic 、 Su「「ound EX/AAC" ロゴおよびダブル □ 記号田は、ドルビーラボラト 
U — ズの商標です。 

** Manufactured under license under U.S. Patent ザ s: 己 , 4 巳 1, 白 42: 已，目已巨 , 674: 己 , 目 74,38 日： 
巳 .978,7 白 2: 巨 .487. 巳 3 巳 S other U.S. and worldwide patents issued St pending. DTS and 
the Symbol are registered trademarks & DTS Digital Surround and the DTS logos are 
trademarks of DTS. Inc. Product includes software. © DTS, Inc. All Rights Reserved. 
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まを上のを意 


本製品は安全性には充分な配慮をして設計していまずが、使いかたを誤ると事故が起こ 
ることがあります。事故を未然に防ぐために下記の内容を必ずお守りください。 


A 筒埃 

この表示は「取り扱いを誤った場合、使巧者び死 t または重傷を負ラ 
可能性び切迫しています」を意味しています。 

A 警告 

この表示は「取り扱いを誤った場合、使巧者び死 t または重傷を負ラ 
可能性びあります」を意なしています。 

A を意 

この表示は「取り扱いを誤った場合、使巧者び傷害を負ラ、または物的 
損害び発生する可能性びあります」を意味しています。 


トランスミッターについて 


A 警告 


♦む臓ペースメーカーの装着部位か5 
22 cm 料内の場所では使用しない 

ペースメーカーび、本製品の電波の影響を 
夏ける恐れびあります。 

♦本製品を医療機器の近<で使用しない 

電波びむ臓ペースメーカーや医療用電気 
機器に影響をちえる恐れびあります。医 
療機関の屋内では使用しないでください。 
♦付属の AC アダプター臥が使用しない 
故障、不具合の原因になりまず。 

♦異常に気付いた5使用しない 

異常な音、煙、臭いや発熱、損傷などびあつ 
たら、すぐにコンセントから损さ、お買い 
上げの販売店か当社のサービスセンターに 
修理を依頼して < ださい。 

♦分解や改造はしない 

感電、故障や火災の原因になります。 


•強い衝撃を与えない 

感電、故障や火災の原因になります。 

♦属れた手で軸れない 

感電令けびの原因にな0ます。 

♦水をかけない 

感電、故障や义災の原因になります。 

♦本製品に異物（燃えやずい物、金属、液体 
など）を入れない 

感電、故障や火災の原因になりまず。 

•巧などでおおわない 

過熱による火災やけびの原因になります。 
•同個のポ U 袋は幼巧の手の届 < 巧や火の 
そばに置かない 

事故传火災の原因にな0ます。 


A 注意 

♦不安定な場所に設置しない 

♦火気に近づけない 

転倒などによりけびや故障の原因になります。 

変形、故障の原因になりまず。 

♦直射日光の当たる場所、暖房器具の近<、 

♦ベンジン、シンナー、接点復活保護液な 

高温多湿やほこりの多い場所に置かない 

どは使用しない 

故障、不具合の原因になります。 

変形、故障の原因になりまず。 
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安全上の注意 


ヘッドホンについて 


A 警告 


♦む臓ペースメーカーの装着部位か5 

22 cm 切内の場所では使用しない 

ペースメーカーび、本製品の電波の影響を 
養ける恐れびありまず。 

♦本製品を医療機器の近<で使用しない 

電波びむ臓ペースメーカー皆医療用電気 
機器に影響を与える恐れびあります。医 
療機関の屋内では使用しないでください。 

♦自動車、バイク、自乾車など、乗り物の 
運転中は絶対に使用しない 

交通事故などけびの原因となります。 

♦周囲の音が聞こえないと危険な場所（踏切、 
駅のホーム、工事現場、車や自転車の通る 
道など）では使巧しない 

交通事故などけびの原因となります。 


A 注意 

♦耳をあまり刺激しない適度な音量で使用する 

大音量で長時間聴<と聴力に悪影響を与 
えることびあじます。 

♦肌に異常を感じた場合は、ずぐに使用を中止 
ずる 

♦分解や改造はしない 

故障の原因になります。 

♦ウイングヴポート各部を取りがした状態で 
ヘッドホンを使用しない 

けびの原因になります。 


AC アダプター/巧電器について 




A 警告 

(*) 印は AC アダプターのみの巧容です。 


♦ AC 100 V 1 U 外の電源には使用しない 旧榻内専用) 
過熱による义災など事故の原因になります。 

♦本製品 W 列には使巧しない 

過熱による义災など事故の原因になります。 

♦異常（音、煙、臭いや発熱、損傷など）に 
巧付し^たり使用しない 

異常に気付いたらすぐに使用を中止して、コ 
ンセン ト から损をお買い上げの販売店か当社の 
サービスセンターに連絡してください。そのま 
ま使用すると、火災など事故の原因にな0ます。 

♦コードは伸ばして使巧ずる。釘などでの固 
定や、まねたままでの使用はしない （*) 
過熱による义災など事故の原因になります。 

♦コンセントや本体にプラグを差し込むと 
をは根元まで確実に差し込む 

過熱による义災など事故の原因になります。 

♦コードを引っ張5ず、プラグを持ってまっ 
ずぐおさ差しずる （*) 

断線、故障の原因になります。 


♦コードの上に物を置いた0、敷物や家具 
などの下に入れたりしない （*) 

断線、故障の原因になります。 

♦分解や改造はしない 

感電によるけびや、火災など事故の原因 
になります。 

♦強い衝撃をちえない 

感電によるけびや、火災など事故の原因 
になります。 

•濡れた手で触れない 

感電によるけびの恐れびありまず。 

•巧などでおおわない 

過熱による火災など事故の原因になります。 
•プラグにたまったほこりなどは乾いた巧で 
定期的に拭を取る 

過熱による火災など事故の原因になります。 

•ベンジン、シンナー、接点復活剤など薬 
品は使巧しなし、 

変お、故障の原因になります。 
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ま全上のま意 


A 注意 (*) 印は AC アダプターのみの巧容です。 


♦長時間使用しないときは、コンセントか5掠く 
省エネルギーにご配慮<ださい。 

♦足に引つかかりやずい場所にコードを引を 
回さない （*) 

故障传事故の原因にな0ます。 


♦通電中の AC アダプター/巧電器に長時間 
触れない 

低温やけどの原因になることびあ0まず。 


電池について_ 

[ 指定電池]単3形ニッケル水素充電池 X 2 本または単3おアルカリ乾電池 X 2 本 


A 危険 


♦電池の液が目に入ったときは目をこすらない 

すぐに水道水等のきれいな水で充分に洗い、医師の診察を寅けてください。 


A 警告 


•火の中に入れない、加熱、分解、改造しない 
ミ夜漏れ、発熱、破裂の原因になりまず。 

•極性通りに入れる 

ミ夜漏れ、発熱、破裂の原因になりまず。 

•液漏れした電池はすぐに取り出し、液は 
素手でさわ5ない 

-幼児びなめた場合はすぐに水道水等のさ 
れいな水で充分にラびいをし、医師の診 
察を受けて < ださい。 

•皮膚传巧服に付いた場をは、すぐに水で 
洗い流してください。巧膚に違和感びあ 
る場をは医師の診察を受けて < ださい。 


♦硬貨や力半など金属製の物と一緒の場所 
に置いたり、電池の+と一を接続しない 

ショート状態になり液漏れ、発熱、破裂 
の原因になります。 

♦新しい電池と一度使巧した電池、銘柄や 
種類の違ラ電池を混ぜて使用しない 
液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 
♦乾電池は充電しなし、 

液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 
♦使い切った電池はずぐに取り出ず 

液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 
♦長期間使用しない場合は電池を取り出ず 
液漏れによる故障の原因になりまず。 


A 注意 


•外装ラベルがはがれた電池は使巧しない、 
ラベルをはがさない 

ショート状態になり液漏れ、発熱、破裂の 
原因になります。 

•落下させたり強い衝撃を与えない 

液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 
•変形させたりノ V ンダ付けしなし、 

液漏れ、発熱、破裂の原因にな0ます。 


♦政下の場所で使用、放置、保管しない 

-直射曰光の当たる場所、高温多湿の場所 
. 炎天下の車内 

液漏れ、発熱、破裂、性能低下の原因に 
な0ます。 

♦保管、廃棄の場合は端モ部をテープなど 
で絶縁ずる 

液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 
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安全上のま意/使用上の注意 


A 注意 


参水に 磊 5さない 

発熱の原因になります。 

♦指定の電池总外使用しない 

液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 


•使用済みの電池は自治体の所定の方まで 
処分ずる 

環境保全に配慮してください。 


使用上のを意 


♦ご使用の隙は、接続する機器の取扱説明書もおずお読みください。 

♦本製品の近くに電テ機器や発信機〔携帯電話など）びあると本製品にノイズび入る場合びあります。 
その場合は離して使用してください。 

♦本製品を設置する際、トランスミッターとへッドホンの間に電波をさえざるような障害物びないよ 
ラにしてください。 

♦テレビやラジオのアンテナ付近で使用すると、テレビやラジオにノイズび入る場合びありまず。 
その場合は離して使用してください。 

♦電池の消耗を防ぐため、使用後や本製品を使用しないとさは本製品の電源を切ってください。 
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ワイヤレス製品について 


本製品は 2.4GHZ の周波数帯を使用します。この周波数帯域を使用するほかの機器との 
電波干渉を避けるために、下記事項をお読みのラえ、ご使巧くださし、。 

本製品の使巧周波数帯では、電子レンジなどの産業-科学-医療用機器のほか工場の製造 
ラインなどで使用されている移動体識別用の構内無線局（免許び必要)、特定ル電力無線局 
(免許び不要)、およびアマチュア無線局（免許び必要）び運用されています。 

1. 使用の前に、近くで移動体識別用の構内無線局、特定ル電力無線局、およびアマチュア 
無線局び運用されていないことを確認してくださし、。 

2. 本製品の使用により、万一、移動体識別用の構内無線局に巧して有害な電波干渉び発生 
した場合には、速やかに使用周波数を変更するか、または電波の送信を停止してください。 
そのラえで当社相談窓 □ (34 ページ）にご連絡いただき、混信回避のための処置（例え 
ばパーテーシヨンの設置など）についてご相談ください。 

3. そのほか、移動体識別用の特定ル電力無線局またはアマチュア無線局に巧して有害な電 
波干渉び発生した場合や、ご不明な点びございましたら、当社相談窓 □ (34 ページ）ま 
でお問いをわせください。 


♦本製品は曰本国内でのみご使用いただけます。 

♦本製品は、電波法に基づ<技術基準適合証明を受けた特定無線設備〔認可番号： 
007WWCUL0530 〔 h ランス吉ッター偶 J) と曰 07W\A/CUL0 已3 ] 〔ヘッドホン俱 D) を 
用いています。無線局の免許は必要ありません。 

♦政下の行為は、法律で禁じ5れてます。 

-分解や改造を行なラ。 

-本体内部に貼付の技術基準適合証明ラベルマークを含むラベル）をはびす 
♦本体の表示に ついて 

この無線器び 2.4GHz 帯を使用し、 DS-SS 変調方式、ち干渉距離び 40 m 
であることを表します。 


2.4DS4 


♦使用可能範囲 

トランスミッターか5約30 m の範囲でご使用いただけます。トランスミッターとヘッド 
ホンの間に障害物びある場合や建物の構造などによっては、使用可能な距離び短くなる 
場合びありまず。 

♦ほかの機器との同時使巧 

電子レンジ-デジタルコードレス電話-無線 LAN を使用する機器- Bluetooth 搭載磯 
器など、本製品と同じ 2.4GHz 帯の電波を使用する機器の影響によって音声び途切れる 
ことびあります。同様に、本製品の電波びこれらの機器に影響を与える可能性びあるため、 
これらの機器と離して設置してください。設置場所の変更で影響び回避できない場合は、 
r 送信周波数の変更」を行なってください。 （27 ページ） 
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ワイヤレス製品について 


ワイヤレスシステムについて 


本製品はトランスミッターに接続した音青をワイヤレスヘッドホンへ無線電送します。 

また、ワイヤレスヘッドホンからトランスミッターへ通信状況などの情報を無線伝送します。 
ワイヤレスへッドホンへ伝送可能な距離は、トランスミッターからの見通しで約 30m です。 



ペアリングについて 


本製品はワイヤレスへッドホンとトランスミッターのペア U ング （ID 登録）を行なラことに 
よって、ワイヤレスへッドホンか5音声を再生することびできます。工場出荷時には同捆の 
ワイヤレスヘッドホンとトランスミッターの組み合わせでペア U ング済みです。 

別売りの増設用ワイヤレスヘッドホン （ATH-DW に日日 OR) を使用する場をも万一お買い上 
げ時のペア U ングび U セットされてしまった場台には、改めてペア U ングを行なってください。 
(26 ページ） 
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各部の名祿と機能 

トランスミッター 


天面 



め 感 感を感® 感 


① POWER ボタン （ POWER ) 

電源のオン/スタンバイを切0換えます。 

感 WIRELESS ボタン （ W 旧 ELESS ) 

送信周波数の変更や、ヘッドホンとトラン 
スミッターのペア U ングを行ないます。 
(26 ぺージ） 


⑥ DOLBY HEADPHONE ボタン （ 倫） 

ドルビーヘッドホンのオン/オフを切り換え 
ます。（己、] 7、2已ページ） 

® BASS BOOST ボタン (BASS BOOST ) 

ノ（スブーストの動作を目段階で切り撰えま 
す。 （1 目ページ） 


感 SOURCE ボタン ( SOURCE ) 

視聴する入力端子を切り換えます。 

(1 日ぺージ） 

④ DOLBY PLEx ボタン （田 PLIIx ) 

ドルビープ□□ジック n Xの動作を切0換え 
ます。（日、]ス2己ページ）また、音青モー 
ド (主音声/副音靑）の切り換え時に使用し 
ます。 （1 目ページ） 


③ DISPLAY ボタン （ D 旧 PLAY ) 

POWER インジケーター1；(外のインジケー 
ターの表示をオン/オフで切0換えます。 
(28 ぺージ） 
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各部の名称と機能 


前面 



① POWER インジケーター （ POWER ) 

電源の状態を表示します。 （1 目ページ） 
オン：緑、スタンバイ：ホ 

% WIRELESS ボタン操作時やお買い上げ時の 
設定に戻しているときは糧色に点なします。 

感 SOURCE ィンジヶーター ( SOURCE ) 

選択している入力端子を表示します。 

(1 日ぺージ） 

感 DECODE インジケーター ( DECODE ) 

動作しているデコーダ~を表示します。 

(17 ぺージ） 


④ DOLBY HEADPHONE インジケーター 

() 

ドルビーへッドホンび動作していると志 
点灯します。 （17 ページ） 

⑥ BASS BOOST インジケーター 
(BASS BOOST ) 

バスブーストび動作していると去点阿し 
ます。 （17 ぺージ） 

⑥音声チャンネルインジケーター 

再生している音声チャンネルを表示します。 
BASS 巨日日 ST ボタンを操作していると 
きは、その値を表示します。 

(18、1目ページ） 
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背面 


DC IN 5V LINE …- 1 — DIGITALIN — — THRU OUT — 

^0^ I OPT 2 OPT1 OPT 2 OPT 1 



L® 

J m 

藝 1 ち 

T 

-8dB 

■] 

=) 

1 

=) 

1 

1 

1 


百 ; 

C ： 

一 

1 

) (: 

D (] 

) ( 

rJ- 

1) 


① DC 入力端子 (DC IN 已 V ) 

付属の AC アダプターを接続しまず。 

感 LINE 入力端子 (LINE IN ) 

ビデオデッキなどのライン音声出力と接続 
します。 （23 ページ） 

感 LINE 入カレベル切り換えスイッチ 

LINE 入力のレベルを切0換えます。 
お買い上げ時：一 8 d 巨 （23 ぺージ） 

④デジタル入力端子 

(DIGITAL IN 0 PT 1/0 PT 2) 

DVD プレーヤーなどの光デジタル音声出 
力端テと接続します。に2ページ） 

お状は光角开さジャックです。 


⑥デジタルスルー出力端子 
(THRU OUT 0 PT 1/0 PT 2) 

デジタル入力端子日 PT 1 、 0 PT 2 それぞれ 
に入力した信号をそのまま出力しまず。 
形状は光角形ジャックです。に2ページ） 
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各部の名称と機能 


ヘッドホン 


ウイングサポートの拡大図 



①電池ヶース 

指定の電池を入れます。に1ぺージ） 

@ WIRELESS SET UP ボタン 

へッドホンとトランスミッターのペアリング 
を行なうときに使用します。に目ページ） 

感 POWER ボタン 

ヘッドホンの電源をオン/オフします。電源 
びオンのときホ色に点丹します。電波びうま 
く受信できないときは、赤色で点滅します。 

※ペア U ングを行なっているとをち、ホ色で 点滅 
します。 


④ VOLUME 

音量を調整します。 

⑥ィャパッド 

耳全体を覆ラよラに装着しまず。 

©ヘッドパッド 

頭にフイッ h し、快適な装着で視聴を楽し 
めます。 
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インジケーターの見かた 


POWER インジケーター 


CD POWER 


電源の状態を表おします。インジケーターびホ 
色に点灯している場合は、本製品はスタンバイ 
状態です。緑色に点灯している場をは、電源び 
オンの状態です。 

(起動中は緑色の点滅になります。） 

そのほか、ペアリング動作中、送信周波数の変 
要中は楊色に点なまたは点滅します。 


SOURCE インジケーター 



rSOURCE 


CDOPTI 


CD OPT 2 


口 LINE 


選択している入力端テを表示します。 


OPTl * 

デジタル入力 （ OPT ] 入力端子）び選択されて 
いることを示します。お買い上げ時は日 PT 1 に 
設定されています。 

0 PT 2* 

デジタル入力 （0 PT 2 入力端子）び選択されて 
いることを示します。 

* 本製品の巧応していないサンプリング周波数 
(32/44.1/48 kHzm が）のデジタル信号を 
0 PT 1、0 PT 2 に入力するとインジケーターは点 
ミ威し、音声は出力されません。 

LINE 

ライン入力 （ LINE 入力端子）が選択されている 
ことな:のします。 
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インジケーターの見かた 


DECODE インジケーター 



「 DECODE 


CD 田 D CD DTS 


CD 田 EX CD AAC 


CD 田 PLEx-pCDMOVIE 


Lcdmus に 


ド J レビーデジタ J レ/ド ’J レビーデジタ J レ EX/DTS/ 
AAC の信号び入力された場合は、各デコーダー 
び自動的に動作しインジケーターび点なします。 
ドルビープ□□ジック nx の動作は手動で設定し 
ふ! J 0 

※ドルビープ□□ジック nx はステレオ （2 チャンネル) 
音声のほか、已 .1 チャンネル音声に対してを有効 
です。 

DOLBY DIGITAL ( 田 D) 

ドルビーデジタルのデコーダーび動作しているこ 
とを示します。 

DOLBY EX (田 EX ) 

ドルビー EX のデコーダーび動作していることを 
示しまず。ドルビーデジタル EX の信号入力時に 
ドルビー EX デコーダーで最大日.1チャンネル 
の再生をしているとさ、 DOLBY □に ITAL イ 
ンジケーターと同時に点打します。 

ドルビーデジタル EX 信号入力時でち、ドルビー 
EX デコーダーではなくドルビープ□□ジック n X 
デコーダーを用いて最大7.]チわンネルの再生を 
しているとさは点灯しません。 


AAC (AAC) 

AAC のデコーダーび動作していることを示しま 
す。 

DOLBY PLEx ( 田 PLIIx) 

ドルビープ□□ジック nx のデコーダーび動作し 
ていることをおします。 

MOVIE 

MOVIE モードび選択されていることを示し 
まず。映画再生に適した音場になります。 

MUSIC 

MUS にモードび選択されていることを示し 
ます。音楽再生に適した音場になります。 


I DOLBY HEADPHONE 

インジケーター 


口輸 

ドルビーへッドホンび動作して 
いるとさ、インジケーターび点 
灯します。 



1 BASS BOOST 

1 インジケー^夕一 

CD BASS 
BOOST 

バスブースト機能び動作してい 
るとを、インジケーターび点な 
します。 


DTS (DTS) 

DTS のデコーダーび動作していることを示しま 
す。 
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インジケーターの見かた 



音声チトンネルインジケーターは、再生する音声 
チヤンネルの数と方向を表示します。 


※中央は、人物を上から見たイメージです。 


FL/FR :フ□ント L/R スピーカー 

FC :フ□ントセンタースピーカー 

SSL/SSR :サラウンドサイド L/R スピーカー 

SL/SR :サラウンド L/R スピーカー 

L/R :ヘッドホン L/R 

SC :サラウンドセンタースピーカー 


已 .Ich サラウンド 
再生時 

己. Ich サラウンドスピー 
力ーシステムの音場を再 
現しています。 



7.1ch サラウンド 
再生時 

7.1ch サラウンド スピー 
力ーシステムの音場を再 
現していまず。 



ステレオ再生時 


ドルビーヘッドホンを使 
巧して、ステレオで再生し 
ているときに FL/FR の 
2つのインジケーターび 
点灯します。 

前方のステレオスピー 
力 一 の音場を再現してし) 



よ9 0 


ステレオヘッドホン 
再生時 

ドルビーヘッドホンを才 
フにしているときに L/R 
の2つのインジケーター 
び点なします。 

通常のステレオヘッドホン 
で再生している状態です。 



色 . Ich サラウンド 
再生時 

6.1ch サラウンド スピー 
力ーシステムの音場を再 
現しています。 
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インジケーターの見かた 


① BASS BOOST の設定表示について 

BASS 日日 OST ボタンを操作したとさ、設定 
にをわせて音声チヤンネルインジケーターび点 
巧します。 

言受定は巨段 P 皆ちり、巳 ASS BOOST オン（+1)、 
+吕、 . +已、オフの順で切り替わります。 

「+已」のとさに低音び最ち強調されます。 
インジケーターは FC の位置を起点にち回り 
に点なします。 


③ 音声モード（ま音声/副音声）表示 

0PT1 入力端子、日 PT2 入力端子に、テレビ 
の2力国語放送などのを重音声を入力している 
とさに、再生中の音声モードを表示します。 
DOL 日 YPLDx ボタンを押して、音声モードを 
切り換えます。 

^5^ UNE 入力端子と接続している場合は、視聴 
する機器側で音声モードを変更してください。 





ま音声/副音声同時再生時 


S5L と 5SR のインジ 
ケーターび点滅します， 



ま音芦のみ再生時 

SSL のインジケーター 
び语滅します。 



副音声のみ再生時 

SSR のインジケーター 
び点滅します。 



※ボタンを押して約已秒後に音声チヤンネルイン 
ジケーターは通萬の表示に戻ります。 
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巧電器の使いかた 


初めて付属の電池（単3おニッケル水素充電池 X 2本）を使用する場をは、付属の充電器 
で充電してください。また、使用中にヘッドホンの電源び切れる場合わ電池の消耗び考え 
5れますので、充電してください。充電のしかたは下記の手順に従って行なってくださし、。 



1. 図のよラに、充電器のふたをスライドさせて開をま 
ず。 


2 -充電器に表示されている+と一の表示に合わせて、 
単3形ニッケル水素巧電池 X 2本を入れます。 

3. 1.の逆の手順で、巧電器のふたを閉めます。 

4- 充電器の電源プラグを引さ起こし、コンセントに差 
し込みまず。巧電が開始されると、巧電インジケー 
夕一が緑色に点減しまず。 

5 - 充電インジケーターが緑色の点減か!5点巧に変わつ 
たら、 充電完了でず。巧電池を取り出します。 


※充電されていない状態から満充電までにかかる時間は 
約4時間でず。満充電で約10時間ご使巧いただけます。 
(使巧条件によって時間び異なる場合びありまず。） 


注意 


充電器の+と一の接点や、電池の端デはとをどを乾いた巧で拭いてください。 

充電中は充電器や電池び温かくなりますび、異南ではありません。また、充電終了直後は温度び高く 
なっていますので、ご注意<ださい。 

充電び完了した日、電池を充電器から取り出してください。 

巧電中、近くにあるテレビやラジオにノイズび入ることびあります。このような場をは、テレビやラ 
ジオから離れたコンセントをご使用<ださい。 

ホットカーペットの上やストーブの前面、直射日光の当たるところ、炎天下の車巧など、高温にな 
る場所で充電しないでください。高温になると温度な護機能び働き充電を停止することびあります。 
気温び曰〜40むの場所で巧電してください。 

完全に放電していない巧電池を充電ずると、通常よりも早く充電び完了することびあります。 

電池を充分に充電してを使用で定る時間び短くなった場合は、電池の寿命び考えられます。新しい巧 
電池に取り曽えてください。 

付属の充電器は、ノてナソニック製ニッケル水素巧電池専巧の充電器です。 
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電池の入れかた 


本製品のヘッドホンは、指定の電池（付属の単3形ニッケル水素充電池 X 2本または単3 
形アルカリ乾電池 X 2本）を入れて使用します。電池の入れかたは下記の手順に従って行 
なって < ださい。 



1 - ヘッドホンの電池ホルダーのふたを、矢印の 
方向にスライドさせ外しまず。 


2 . 電池ホルダーに表示されている+と一の表 
をに合わせて、指定電池2本を入れます。 


3. 図のよラに、電池ホルダーのふたの先端部 
を入れて、矢印の方向にスライドさせてふた 
を閉めまず。 
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接続のしかた 


デジタル音芦を入力する場合 


DVD プレーヤーやデジタル放送のチューナーなどデジタル出力端子び搭載されている機 
器と接続します。接続の隙は、接続機器の光デジタル出力と、本製品のトランスミッター 
背面のデジタル入力端子を付属の光デジタルケーブルなどで接続します。 



接続ずる機器の取扱説明書をお読みになり、音声出力の設定を Dolby Digital などのマルチ 
チャンネルに対応した出力に設定してください。 「PCM 出力」などになっている場含、巧分な 
サラウンド効果が得5れません。 


ま意 


光デジタルケープルはが部からの衝撃や、曲げに巧して弱いたゆプラグを抜き差しするときなど取 
り披いにご注意 < ださい。 

接続する DVD プレーヤーのデジタル音声出力のサンプ U ング周波数設定を 32/44. 1/48 kHz 
いずれかに合わせてください。9巨 kHz には対応していません。対応しない周波数の信号を入力ず 
ると SOURCE インジケーターび点滅します。 

ポータブル機器などの丸お S ニジャックの光デジタル出力を接続するとさは、市販の光デジタル 
ケープル（丸形ミニプラグ^角形光プラグ）で接続してください。 

パソコンからのデジタル入力は動作保証いたしません。 


デジタレスルーアウト機能 （THRU OUT 端モか5の出力） 

本製品では、 OPT 1 /OPT 2入力端子に入力された信号を、各 THRU OUT 端子から光デジタル出 
力します。（デジタルスルーアウト機能）現在ご使用中の AV 機器に、簡単に本システムを追加すること 
びでをます。 

デジタルスルーアウト機能は電源オンのとを、スタンバイ状態のときに有効でず。 
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接続のしかた 


LINE 音声を入力ずる場合 


ビデオデッキなどのライン音声出力端子と本製品の LINE 入力端テを、オーディオケーブ 
ル（別売)で接続します。 



入力された音び小さいときは (LINE 入カレベル切り換えスイッチ/ ATT) 

ポータブルオーディオなどの出カレベルのあい機器を接続する場合や、 LINE 入力端子に入力された音 
びかさいとさは、トランスミッター背面の LINE 入カレベル切り換えスイッチを 「OdB」 に切り換えて 
ください。入力された音声び歪むときは r-8dB」 に切り換えてください。 

※お買い上げ時は r-8dBj に設定されています。 
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巧いかた 


ワイヤレスへッドホンで音芦を聞く 


本製品を使用する前に、 r 接続のしかた」をご確認のラえ、本製品と接続機器を正し < 接 
続してください。また接続する機器の取扱説明書わあわせてお読みくださし、。 



1.接続している機器の音量を最ルにして、電源を入れ 
まず。 


デジタル音青を巧巧ずる場合 

接続する機器の取扱説明書をお読みになり、音声出力 
の設定を Dollby Digital などのマルチチヤンネルに巧 
応した出力に設定してください。 「PCM 出力」などになつ 
ている場合、充分なサラウンド効果が得られません。 



2. トランスミッター背面にある DC 入力端テに AC ア 
ダプ ターの 接続プラグを差し込み、 AC アダプターを 
コンセントに差し込みまず。 POWER インジケーター 
はスタンパイ状態（赤色点巧）になりまず。 

※初めて使巧するとき U (州ま、ラスト•フアンクシヨン機能に 
より POWER ボタンの情報を記憶しており、既に電源び 
オンになっている場合びあります。 



3. ヘッドホンのボリュームが下がっていることを確認 
してか5、トランスミッターの POWER ボタンを押 
し、トランス S ッターの電源を入れまず。 

POWER インジケーターはオン（緑色点巧）になり 
まず。 
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使いかた 



4. トランスミッターの SOURCE ボタンで、視聴したい 
入力端子を選択します。 SOURCE インジケーター 
には選おされた入力端子が点巧しまず。 



百-ヘッドホンの P 日 WER ボタンを押し、ヘッドホンの 
"LEFT" (左）の表示側を左耳に、 "R に HT" (も）の 
表示側をちちに、イヤパッドが耳全体を覆ラよラに 
装着しまず。 




百.接続している機器を再生し、ヘッドホンの VOLUME 
(ち側のヘッドホン）でお好みの音量に調整してお楽 
しみ < ださい。 


トランスミッターの DOLBY PLnx ボ•タンや DOLBY 
HEADPHONE ボタンを押してお好みの音声に切り換 
えて使用してください。 

また、お好みにちわせて巳 ASS 巳日 OST ボタンで音 
質を調整してください。 
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使いかた 


ヘッドホンを増設ずる 


増設用ワイヤレスヘッドホン ATH - DWL 巳巳日日 R (別売）をお買い求めいただくと、付属 
のヘッドホンと合わせて、複数の人で視聴を楽しむことびできます。 

ヘッドホンは、電波の送信範囲内であれば複数台を同時に使用することびでさますび、 
使用前にトランスミッターとペアリングび必要です。下記の「ヘッドホンとトランスミツ 
ターのペアリングのしかた」の手順に従い、ペアリングを行なってください。 



•ヘッドホンとトランスミッターのペアリングのしかた 

お買い上げ時には、同個のトランスミッターとワイヤレスヘッドホンのペアリングは行なわれ 
ています。増設用のワイヤレスヘッドホン （ ATH - DW に巳 00 R ) を使用する場合には必ずぺ 
ア U ングを行なってください。 

1. トランスミッターとヘッドホンの POWER ボタンを 
押して、電源をオンにします。 

《トランスミッターとヘッドホンを1 m 切巧に近づけてくだ 
さし、。 


2. トランスミッターの WIRELESS ボタンと へッ ドホン 
の WIRELESS SETUP ボタンを同時に長押しまず。 
トランスミッターの POWER インジケーターが糧色 
に、ワイヤレスヘッドホンの POWER ボタンが赤色 
にそれぞれ点減しまずが、点減が点なに変わるまで 
押し続けてくださし、。 


3. トランスミッターの W 旧 ELESS インジケーターと 
へッドホンの POWER ボタンが点口した5ペアリン 
グの完了です。 

※ペア U ングびラまくいかなかった場合は、再度ペアリング 
を行なって< ださい。 
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使いかた 


そのほかの機能 


•送信周波数の変更 

本製品の送信周波数は、出荷時の設定 （AUT 日)により3つの送信周波数から最適な周波数を 
自動的に選す尺しています。ほかの無線機器に影響び出るなど電波干渉び疑われる場をには、 
し U 下の手順で送信周波数を固定してください。 


1. トランスミッターの電源がオンの状態で WIRELESS 
ボタンを短押ししまをボタンを押ずたびに、周波数1、 
周波数2、周波数3、 AUTO の順で変更されます。 

トランス=ッターの POWER インジケーターの表示び程色に 
点打•点滅します。 

■ 1回点滅 . 周波数] 

■ 2回点滅 . 周波数2 

■ 3回点滅 . 周波数3 

■ 点なのみ . AUTO 



•電源スタンパイ機能 

トランスミッターびオンの状態で、 POWER ボタンを押すと完全に電ミ原びオフになるのではな 
<、スタンバイの状態になります。トランスミッターの電源を完全に切るためには、接続してい 
る AC アダプターをコンセントから抜いてください。 

•才ートパワーオフ機能 

オートパワーオフ機能は、トランスミッター、ヘッドホンのそれぞれに搭載されています。トラ 
ンスミッターは、入力信号を約10分間感知しない状態び続くと自動でスタンバイが態になり 
ます。また、へッドホンは、トランスミッターからの電波を約日分間受信しない状態び続くと自 
動で電源びオフになります。 


《トランスミッターの才ートパワーオフ機能は、デジタル入力端デを選択している場合のみ機能 
します。 LINE 入力端子を選択している場合は機能しません。 


•ラスト•フアンクシヨン機能 

トランスミッターの AC アダプターをコンセントから抜いても、各設定値を記憶する機能です。 
下記の設定を記憶します。 


■ POWER ボタンのオン/スタンバイ状態 
■ 選択した入力端子 

■ ドルビープ□□ジック nx の設定（各入力端子) 
■ ドルビーヘッドホンの設定（各入力端テ） 

■ BASS 巳 OOST の設定（各入力端子） 

■ D に PLAY 設定 
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使いかた 


•ディスプレイオフ機能 

トランスミッターの DISPLAY ボタンを押すと、 POWER インジケーター1；(がのインジケーター 
の表示をオフにすることびでをます。 DISPLAY ボタンを巧すたびにオン/オフび切り換わり 
ます。部屋を暗くして映画を視聴するときなど、トランスミッターのインジケーターを消丹させ 
たいとさに使巧してください。 

インジケーターびオフの状態でトランスミッターを操作ずると、インジケーターび約日秒間点灯 
し、設定を確認でさます。 


設定をリセットずる 


下記の手順で、トランス S ッターの設定をお買い上げ時の状態に U セツトすることびで 
をます。 



1. トランス S ッターに AC アダプターを接続して、スタ 
ンバイ状態にしまず。 

《 POWER インジケーターび赤色点な 


2. トランスミッターの DISPLAY ボタンを押したまま、 
POWER ボタンを押し続けまず。 


3. POWER インジケーターが程色に点灯し、リセット 
が完了すると赤色の点巧になりまず。 

DISPLAY ボタンと POWER ボタンを離してください。 
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お手入れのしかた 


長くご使用いただくために各部のお手入れをお願いいたします。お手入れの際は、アルコー 
ル、シンナーなど溶剤類は使用しないでくださし、。 

参トランスミッター 

乾いた巧で本体のミちれを巧いて < ださい。 

•ヘッドホン 

乾いた巧で本体のミちれをないて < ださい。 

参へッドホンのイヤパッド/へッドパッド 

イヤパッド、へッドパッドのミちれは乾いた巧で拭いてください。イヤパッドやヘッド 
パッドに汗または水び付着すると色落ちする場合びあります。その際は乾いた巧で 
拭さ取り、陰干しすることをおすすめしまず。 


♦長い間ご使巧にならない場合は、高温を湿を避け、風通しの良い場所に保管して<ださい。 

♦イヤパッにヘッドパッドは消耗品でず。保をや使巧により絮化しまずので、お早めに交換して 
ください。イヤパッにへッドパッドの交換や、そのほか修理については、販売店または当社サー 
ビスセンターへお問い合わせください。 （34 ページ） 
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故障かな？と思った s 


r 故障かな？」と思った場合は、 i^^TF の項目を参考に点検を行なってください。 

点検後を解決しない場合は、お買い上げの販売店または当社相談窓口 （34 ページ) 
にお問い合わせください。 


症状 

確認項目 

原因と対応のしかた 

ワイヤレスヘッドホン 
の音が出ない 

接続 

へッドすンの音量を確認してくだごい。に己ページ） 

本製品と視聴ずる機器の接続を確認してください。に2、23ページ） 

接続した機器の電源を入れ、再生していることを確認してくだごい。に4ページ） 
接続した入力端テび選おごれているか SOURCE インジケーターを確認して 
くださし、。（13、1日ぺージ） 

視聴する機器のへッドホン端子に本製品を接続している場合は、接続してい 
る機器の音量を大きくしてください。 


電池 

ヘッドホンの電池が消耗している。ヘッドホンの POWER ボタンを押しても赤 
色に点灯しない攝合は、切下の項目を確認<ださい。 

-付属の充電池を充電して<ださい。アルカ U 乾電池を使用している場合は 
新しいアルカ U 乾電池と交換してくだごい。に0、己1ぺージ） 

■電池の極性（+、 一) を間違えて入れていないか確認してくだごい。 

間違えている場合は、正しい極性に入れ直してくだごい。 


電波に関して 

ヘッドすンびトランスミッターか5の電波を受信できていない。な下の項目 
を確認してくだごい。 

-トランスミッターの電源び入っていることを確認してくだごい。に4ページ） 

-トランス S ッターの AC アダプターとコンセントの接続を確認してくださ 
い。(己4ぺージ） 

-トランスミッターの設置場所や角度を変えてみてください。 （11 ページ） 

-ヘッドホンとトランスミッターのペア U ングを再度行なってください。に目ページ） 


再生機器 

DTS 出力に対応していない DVD プレーヤーで DTS の音声トラックを再生 
している。別の音声トラックを選択ずるか、 DTS 出力に対応した DVD プレー 
ヤーを使用して < ださい。 


再生機器の設定 

DVD プレーヤー(ゲーム機器を含む)の DTS デジタレ出力設定び rOF 円や 
「切」の状態で、 DTS 音声で収録された DVD を再生している。 DVD プレー 
ヤーの取扱説明書をお読みになり、 DTS デジタル出力設定を r 日 N 」 や「入」 

に切り換えてくだごい。 



DVD プレーヤー（ゲーム機器含む）と本製品をアナ□グ接続している状態 
で、 DTS で収録された DVD を再生している。デジタルで接続してください。 
DTS 音黄の再生時に DVD プレーヤーか5アナ□グ音黄び出力されない場 
合びあります。に2、23ページ） 

ワイヤレスヘッドホン 
の音が遠切れる/ 
ノィズが入る 
ほ IJ 達距離び短し、） 

電波に関して 

電波の受信状態び悪い。な下の項目をご確認<ださい。 

-電波び干渉している。周囲に 2.4 GHz 帯の電波を使用ずる機器びない 
か確認してください。り0ページ） 

-トランスミッターの設置位置や角度を変更してください。 （11 ページ） 


音び途切れる 

接続ケーブルび各端子にしっかりと接続されていることを確認してくだごい。 

光ケーブルの先端にごみなどが付着していないか確認してください。 


再生機器 

ディスク再生時に音飛びしている。再生するディスクに傷やちれびないか確認 
して<ださい。まに、再生機器のピックアップレンズび巧れていないか確認 
して < ださい。 
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故障かな？と思ったら 


症状 

確認項目 

原因と対応のしかた 

THRU OUT 端テに 
接続した機器わ、5 
音が出ない 

接続 

トランス S ッターの電源びオフになっている。 

AC アダプターびコンセントに接続されているかを確認してくだごい。 

音が歪む 

( LINE 入力の場合） 

※同時にノイズが出る 
場合ちある。 

本製品の設定 

トランスミッター背面の LINE 入カレベル切り換えスイッチを r 一 加巨」に設定 
してください。に3ページ） 

再生機器の設定 

視聴ずる機器のへッドすン端テに本製品を接続している攝合は、接統しに機 
器の音量をルさくしてくだごい。 

音がルさい 

本製品の設定 

トランスミッター背面の LINE 入カレベル切り換えスイッチを rod 目」に設定 
してください。 （23 ページ） 

再生機器の設定 

視聴ずる機器のへッドすン端モに本製品を接続している場合は、接統しに機 
器の音量を大きくしてください。また、ヘッドホンの音量を大さくしてください。 
(己已ページ） 

サラウンド効果び 
得5れない/ 

音声チャンネル 
インジケーターが 

7ルチチャンネルの 
状態で点灯しない 

本製品の設定 

ドルビーヘッドホンの設定び r オフ 」 （DOLBY HEADPHONE インジケーター 
が消えに状態） になっている。 ドルビーヘッドホンを「オン」にしてくださし 
(12、1ス2巳ページ） 

再生ソフト 

. 再生中のソフトまたは放送びサラウンドフォーマット （ ドルビーデジタル、 
ドルビーデジタル EX 、 DTS 、 AAC ) に対応していない。 

•ソフトまたは放送の音声びステレオの攝合はドルビープ□□ジック日 X の設 
定を r オン」 （「 MOVIE 」「 MUSIC 」） にしてください。り2、1ス2已ページ） 

再生機器の設定 

DVD プレーヤー（ゲーム機器を含む）の音黄デジタル出力の設定び rPCMj 
になっている。 DVD プレーヤーの取扱説明書をお読みになり、ドルビーデ 
ジタルデ〕ーダーを内蔵した機器を使巧するときの設定 （「Dolby Digital 」 
など）に切り換えて<ださい。 

本製品の設定 

入力信号びステレオのときに、ドルビープ□□ジック日 X の設定び r オフ」（ず 
ベての DOLBY PLIIx インジケーターび消えた状態）になっている。ドルビー 
プ□□ジック nx の設定を r オン」 （「 MOVIE 」「 MUSIC 」） にしてくだごい。（に、 

1ス2己ぺージ） 

DOLBY DIGITAL 
インジケーターが 
点灯しない 

再生機器の設定 

DVD プレーヤー（ゲーム機器を含む）の音齊デジタル出力の設定び rPCMJ 
になっている。 DVD プレーヤーの取扱説明書をお読みになり、ドルビーデ 
ジタルデコーダーを内蔵した機器を使巧ずるときの設定 （「Dolby DigitalJ 
など）に切り換えて<ださい。 

再生ソフト 

再生中の信号（再生中のチャプター）びドルビーデジタルフォーマットで記録 
されているか確認してください。 

DOLBY EX 
インジケーターが 
点灯しなし、 

再生機器の設定 

DVD プレーヤー（ゲーム機器を含む）の音齊デジタル出力の設定び rPCMJ 
になっている。 DVD プレーヤーの取扱説明書をお読みになり、ドルビーデ 
ジタルデ〕ーダーを内蔵した機器を使巧ずるときの設定 （「Dolby DigitalJ 
など）に切り換えて<ださい。 

再生ソフト 

再生中の信号（再生中のチャプター）びドルビーデジタル EX フォーマットで 
記録されているか確認してください。 

本製品の設定 

-ドルビーデジタル EX 日. Ich で再生ずる場合はドルビープ□□ジック Hx を 
「オスにしてくだごし、。（に、1ス2巳ページ） 

-ドルビーヘッドすンび「オフ」になっている攝合は「オン」にしてください。 
(12、1ス2巳ページ） 
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故障かな？と思ったら 


症状 

確認項目 

原因と対応のしかた 

DTS インジケーター 
が点灯しない 

再生機器の設定 

DVD プレーヤー（ゲーム機器を含む）の DTS デジタル出力設定が rOFFJ 
や「切」の状態で、 DTS フォーマットで記憶された DVD を再生している。 
DVD プレーヤーの取扱説明書をお読みになり、 DTS デジタル出力設定を 
roN 」 や r 入」に切り換えてくだごい。 


再生ソフト 

再生中の信号（再生中のチャプター）び DTS フォーマットで記録されていな 
い。 


再生臟器 

DVD プレーヤーび DTS 出力に対応していない 。 「Dolby Digital 」 など別の 
音黄トラックを選択ずるか、 DTS 出力に対応した DVD プレーヤーを使用し 
て < ださい。 

AAC インジケーター 
が点灯しない 

再生臟器の設定 

接続したデジタル放送テレビ • チューナーのデジタル音青出力の設定び rPCMJ 
になっている。デジタル放送テレビやチューナーの取扱説明書をお読みにな 
り、 AAC 信号び出力されるよラに設定を変更してくだごい。 

DOLBY PLHx 

インジケーターが 
点灯しない 

本製品の設定 

-ドルビープ□ロジック nx の設定び r オフ」（ずべての DOLBY PLnx インジケー 
夕一び消えた状態） になっている。ドルビープロロジック nx の設定 
を r オン」 （「 MOVIE 」「 MUSIC 」） にしてくださし、。（に、1ス2己ぺージ） 

-ドルビーヘッドホンび「オスになっている場合「オン」にしてくだごい。 
(12, 17、2巳ページ） 


再生ソフト 

ドルビープ□□ジック nx び適用でさないチャンネル構成になっている。 

ドルビープ□□ジック nx はステレオ （2 チャンネル）音声のほか、已 .1 チでン 
ネル音声のようにステレオサラウンドチわンネル （ SL . SFi ) を持つマルチチか 
ンネル音声に適用でさます。適用でさるチャンネル構成の音声になっている 
ことを確認してくだごい。 

POWER インジケーター 
むがのインジケーター 
が点なしない 

本製品の設定 

ディスプレイオフ機能び働いていないか確認してくださし DISPLAY ボタ 
ンを巧し、ディスプレイオフ機能を解除してくだごい。に8ページ） 

充電器で電池の充電 
がでさない 

電池 

充電器の中にニッケル水素充電池な外の電池（アルカ U 乾電池など）び入っ 
ている。充電には単3巧ニッケル水素充電池を使巧してくだごい。に0ページ） 



電池の極性 （+ と一）を間違えている。正しい極性に合わせて電池を入れ直し 
て < ださい。 
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テクニカル データ 


トフ ンス 三ツ ター 

デコーダー 機能 

ドルビーデジタル 
ドルビー EX 
DTS 
AAC 

ドルビープ□□ジック nx 

パーチャルサラウンド機能 

ドルビーヘッドホン 

変調方式 

DS-SS 

送信周波数帯域 

2.4GHz 帯 

到達距離 

最長約 30(71 

入力 

光デジタル入力（角お光プラグ）X 2系統 
LINE 入力 （RCA ピンジャック L/R) X ] 系統 

出力 

光デジタルスルー出力（角お光プラグ） X2 系統 

電源 

□CSV (付属の AC アダプターを使用） 

最大がお寸法（高さ X 幅 X 奥行を） 

約 43 X 1 已 1 X 127mm 

質量 

約32已呂 


ヘッドホン 

型式 

オープンエアーダイナミック型 

ドライバー 

ゆ已 3mm 

再生周波数帯域 

己〜3己,000 Hz 

電源 

DC2.4V (付属の単3あニッケル水素充電池 X 2本) 
または DC3V (単3あアルカリ乾電池 X 2本) 

連続使用時間 

約 1 日時間 （ 1 mW +1 mW 出力時） 

※付属の単3おニッケル水素巧電池で満充電の場を 

質量 

約370呂（付属のニッケル水素充電池含む) 

交換イヤパッド 

HP-DVVL 己巳00 


付属品 

AC アダプター ( AD-SD 日百 2 日 AD ) X 1 
巧電器 （己 C 3422 HP ) X 1 
単3おニッケル水素充電池 X 2 
光デジタルケーブル（角形光プラグ、 1.5 m ) X 1 

(改良のため予告なく変更することびあります。） 


透 ) audio-technica 
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アフターサービスについて 


本製品をご家庭用として、取扱説明や接続-ミ主意書さに従ったご使用において故障した 
場を、保罰書記載の期間-規定により無料修理をさせていたださます。修理びでをなし、 
製品の場合は、交換させていただをます。お買い上げの際の領収書またはレシートなど 
は、保証開始曰の確認のために保証書と共に大切に保管し、修理などの際は提示をお願 
いします。 


お Ba い合わせ巧{電話受付/平曰9 : 00〜17 : 30) 

製品の仕様-使いかたや修理-部品のご相談は、お買い上げのお店または当社窓 □ 
およびホームページのヴポートまでお願いしまず。 

♦相談窓 □ (製品の仕様-巧いかた）画 0120-773-417 

(携帯電話‘ PHS などのご利用は日3-目74目-日 2] 1 ) 

FAX :日 42-739 -白12日 E 方ール： support@auclio-technica.co.jp 

•サービス七ジター（修理-部品）函 0120-887-416 

(携帯電話- PHS などのご利用は日3-目74目-日 2] 2) 

FAX :日 42-73 白-白120 E メ ーJ レ： se「vicecenter@audiD-technica.co.jp 

•ホームページ（ヴポート） 

www.audio-technica.c 日」 p/atj/supp 曰け/ 
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